






sumikura saki

経営学部
マーケティング学科 4年

角倉 早紀さん

長財布しか持っていなかったので、この二つ折り
財布を購入しました。ブランドは&chouette （ア
ンドシェット）です。小さくて薄いので、小さなカバ
ンのときでもちゃんと収まって便利ですよ。色も
かわいくて気に入っています。いつも入れている
ものは学生証、名刺、キャッシュカード、PiTaPa、
ユニバの年パスです。

彼女からプレゼントされたポール・スミスの財布
です。20歳の誕生日祝いにもらったので、いつか
ら使っているかはよく覚えています。七色のワン
ポイント（写真）がかわいいでしょう。二つ折りで、
コンパクトな点も重宝しています。問題は財布の
値段に見合った金額が入ってないこと。財布が悪
いわけではないですが（笑）

高校3年生のとき、当時の家庭教師の先生に大学
合格と入学祝いを兼ねていただきました。合格を
報告したら、わざわざバイト先までサプライズで
来て祝ってくださった思い出の品です。コンパク
トだけど収納スペースがたくさんあって、学生証
や免許証のほか、嵐、King & Princeのファンクラ
ブ会員証を入れています。

okazaki kyoko

経営学部 
経営学科 3年

岡崎 今日子さん

takahashi kosuke

経営学部
マーケティング学科 4年

高橋 航介さん
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購入したきっかけはサークルの食事会で買いたて
の財布をなくしてしまったこと。いつかポール・ス
ミスを持ちたいと思っていたので、これを機にメル
カリで入手しました。本当は黒が欲しかったので
すが、勇気を出して真っ赤を購入。でも今はこの
色が気に入っています。中身の常連さんはジャン
カラのクーポン券です。

普段は物欲のない私ですが、お父さんと出掛けた
とき「欲しいものあるか？」と聞かれたので買って
もらうことに。小さなカバンにもキレイに収まる
し、カードもたくさん入って使い勝手は抜群。
COACHのブランドも気に入っています。１年くら
い使っていますが、すごく重宝しているので買い
替えようとは思いません。

お母さんとセールに行ったときに、誕生日プレゼ
ントとして買ってもらいました。財布にはあまりみ
られない白色が気に入っています。私のカバンが
小さいので、場所を取らないコンパクトさもいい
ですよ。ただそのぶん、カードが3枚までしか入ら
ないのが難点ですが。いつも入れているものは、
今年のおみくじです。

hayashi juri

経営学部
マーケティング学科 3年

林 樹梨さん

toda sayaka

国際教養学部 
国際教養学科
2020年3月卒

東田 清華さん
tanizaki uichiro

経済学部
経済学科 4年

谷崎 卯一郎さん
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OIDAI STUDENTS FASHION

interview & text & photo ： 岩田 悠暉／仮谷 優花／兵庫 沙耶花／市川 大輝／橋本 心愛／上茶谷 朱里

│ 特 集 │ 財 布 │

集 ま れ !  雑 誌 づ くり に 興 味 の あ る 追 大 生！

Bridge制作スタッフ
1〜3年生を大募集!!

4年間Bridgeの制作に携わった中で、教授やOB・OGなどの幅広い方
へインタビューさせていただいたことが印象的です。相手から話を引き
出すことの難しさを感じましたが、ここで得た経験は、社会人になった
今でも役に立っています。また、学生のうちから多くの社会人と接する
ことができるのも、Bridgeの魅力だと思います。 

古賀 千晴 心理学部 心理学科 2019年3月卒

ここで得た経験が今の私の力になっています。

雑誌づくりを通して、
社会で必要な力を身に付けよう！
経済産業省が発表した「人生100年時代の社会人基礎力」は、これまでの「社会人基礎力＝
3つの能力と12の能力要素」（右図）の重要性がより増していることを指摘しつつ、100年時
代にはライフステージに応じて常にアップデートしていく必要性を付け加えています。雑誌
づくりは「考え抜く力」「チームで働く力」「前に踏み出す力」のすべてを、同時並行的に身に
つけるチャンス。学内誌の作成という身近なトピックを入口に、楽しみながら「社会人基礎
力」を磨いてみませんか。

人生100年時代の社会人基礎力

考え抜く力 チームで働く力 前に踏み出す力

課題発見力
発信力

傾聴力

柔軟性

状況把握力

規律性
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主体性

計画力 働きかけ力

創造力 実行力

楽しく真剣に雑誌づくり。
Bridgeだからこそできる貴重な体験が盛りだくさん！

「こんな取材をしてはどうだろうか？」「こんなページ
をつくれば面白い」。そんな自分のアイディアを誌面
という形にできます。実際、毎号の企画は学生たち
の編集会議で決めています。

自分たちの企画が雑誌に！

Bridgeでは毎号、OB･OGの職場を訪ねる取材を
行っています。取材するのは学生たち。先輩たちの
活躍ぶりや職業観に触れることで、追大の素晴らし
さに改めて気づかされます。

OB･OGから話を聞ける！
取材でコミュニケーション力を磨きたい。編集会議
でアイディアをぶつけてみたい。そんなピンポイント
の動機も大歓迎。他団体の活動と並行して、プラス
αの力を身につけましょう。

他団体所属の学生も歓迎！

編集会議や取材には、制作会社のクリエイティブ
ディレクターが常に同席し、プロ目線で仕事を指
導。取材の現場にはプロのライターやカメラマンも
同行し、取材担当の学生をアシストします。

プロの技術を間近で体験！

元スタッフの声
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見学のお申し込み・お問い合わせ
koho@otemon.ac.jp
1号館2F 広報課
担当：足立・田中

右記から
メールをお送り
いただけます▶

写真・執筆・企画・デザインをしたい人歓迎！
興味のある人は広報課まで！

Bridge編集会議 （詳細はお問い合わせください）

時間▶毎週木曜12：40〜14：00頃まで
場所▶茨木安威キャンパス
※茨木総持寺キャンパスからでも2限終了後からの移動で間に合います。
※曜日・時間は変更になる可能性があります。広報課にお問い合わせください。

B r i d g e    O T E M O N G A K U I N U N I V E R S I T Y6 B r i d g e    O T E M O N G A K U I N U N I V E R S I T Y 7



ある大学生はTwitterに不適切な動画を投稿
した末に炎上、内定が取り消される事態に。あ
る会社員も同様の不祥事を起こして解雇。ほか
にもネット詐欺、いじめなど、いわゆるインター
ネットトラブルが後を絶ちません。ネット社会に
ついて考えるとき、多くの人は便利さと同時に、
こうした負の側面も思い浮かべるのではないで
しょうか。社会学部の前田先生はネットが社会
に及ぼす影響とともに、ネットの使われ方を通し
て時代や社会の特徴を明らかにする研究を行っ
ています。
「SNSを例にとると、ポジティブな側面よりも

負の感情のほうが伝わりやすい傾向があります。
あるいは突拍子もない目立ち方をしようとする
傾向も強まる一方で、一つの流れができると皆
が同調してエコーチェンバーといわれる現象を
引き起こしてしまう。炎上はまさにそれ。中間が
ないのが特徴です。それによって傷つく人もい社会学部 社会学科 3年

 ［井村アーティスティックスイミングクラブ 所属］
Natsuno Kumon

公門 なつのさん

　幼い頃から競泳にいそしみ、小学校３年生でシンクロナ
イズドスイミング（現アーティスティックスイミング=AS）に転
身。競泳を始めた年齢は記憶になく「気がついたら水の中
にいた」と、物心がつく前から現在まで、水に浸からなかった
日は「ほとんどない」という公門さん。
　初の国際舞台は中学２年生。ユースエリート選手として
出場したチェコの国際大会において、デュエットで銅メダル
を獲得します。高校入学後もジュニア世界選手権、ワールド
トロフィ、アジアエージ大会といった国際大会に出場。いず
れも表彰台に立つ活躍をみせました。
　「初めてメダルをかけてもらったとき、重いとか軽いじゃな
く、それまでのキツかった過程が頭をよぎりました。いろんな

　大学入学後も活躍は続きます。１年生のときナショナル
Bチームの日本代表選手として出場したアメリカオープン
ではテクニカル、フリーコンビネーション、ハイライトの３種目
で銀メダルを獲得。２年生では同じくナショナルBチームの
メンバーとしてスペインオープンに参加します。「スペイン
オープンの練習で意識していたのはブレないこと。合宿を
通して、練習に波をつくらずに毎日同じモチベーションでメ
ニューをこなす。それはやり通せたと思います」。結果はウ
クライナ、ロシアなどの強豪国が図らずもAチームを送り込
んできたなか、コンビネーションで銀メダルを手にします。世
界のトップクラスと渡り合い「泳ぎ方や高さについて学ぶこ
とが多かった」と収穫を口にする一方、「メダルに嬉しさは

メダルを取ってきたけど、楽に取れたものは一つもありませ
ん。全部しんどい思いをしたメダルです」。
　これまでに獲得したメダルの数は把握できないほど。
ケースに入れて飾るようなことはしないそうで、「見たら調
子に乗ってしまうタイプ。過去の栄光は押し入れにしまって
います」と、常に次を見据えています。
　追大を選んだのは学業との両立がしやすい環境がある
から。巽樹理准教授、吉田胡桃さん（2014年卒）、中牧佳
南さん（2015年卒）らASの先輩たちの存在も後押しになっ
たといいます。平日の練習は陸上１時間、水中３時間。合宿
や遠征もあるハードスケジュールでも、移動中に追大の
WebＣｌａｓｓを使って勉強するなど、学業は疎かにしません。

「私の競技を理解してくださる先生が多いし、皆さんが応援
してくれる大学。追大に入ってよかったと思います」。

感じません。一つだけというのは悔しすぎます。（世界のトッ
プが相手でも）関係ありません」と厳しい自己評価。それも
そのはず。「私は負けず嫌い。死んでも勝ちたいし、負ける
なら死んだほうがマシ。だから練習も死ぬ気で頑張ってい
ます」というのが公門さんのスタンスなのです。
　2020年5月の日本選手権は大阪開催。「大阪は初め
て。地元の馴染みあるプールなので思い切ってやれます」
と意気込みます。「私の持ち味は勢い、力強さ、スピード。
シンクロの時代はおもに技術面が重視されましたが、ASで
は表現力も求められるようになっています。そのため、自分
の持ち味を活かしながら、大きく柔らかくみせることで美の
表現を意識しています」と公門さん。その「美」を支えてい
るものは、日々 の「死ぬ気で頑張る」練習。これからも公門
さんは、進化を求めてプールに入り続けます。

死
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「想像もしなかった自分史」を
 始めた学生の肖像

楽に取れたメダルは一つもない

「大きく、柔らかく」美を表現

前田 至剛 准教授 FACE
Professor ’s

Interv iew 
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N O R I T A K A  M A E D A

［ interv iew ： 池川 亜聡／永松 雄太 ］

社会学部 社会学科

皆が表現者の現代を
うまく生き抜いてほしい。

るというのは、ネットの持つ恐ろしい側面です」
と前田先生。

　他方、ネットを生きる支えにしている人たち
もいます。生きづらさを抱えながら仲間と出会う
手段のなかった人たちがネットを介してつながり、
個人が特定できない匿名だからこそ本音を交換
し、支え合う関係を築いています。前田先生は
こうした点にも関心を持ち、実際に精神疾患を
患う人々へのインタビューを通して、ネットが役
立っている側面も調べています。
「よい方向でも悪い方向でも、ネットを使わな

いと実現できない新しいことが可能になる。そこ
に興味を覚えたのが研究のきっかけですね」。

日本でネットが爆発的に普及し始めたのは、
ブロードバンドサービスが開始された2000年
代に入ってから。ネットのなかった時代は遠い
昔ではありません。前田先生は1970年代から
普及したホビーパソコン「マイコン」時代のユー
ザー文化に関する研究も進めています。ネット
以前の“不便”な時代。当時のマイコン関連雑
誌の記事や読者投稿欄などの内容を分析し、マ
イコンという新たなテクノロジーに対して人々
がどんな希望を抱き、どのような利用法を見い
だそうとしていたのかを調べています。　　
「今はいろんな情報に簡単にアクセスできる

反面、その利用方法を立ち止まって考えること
が難しい時代になっています。簡単過ぎるから
思考が伴いにくい。マイコンはインプットに対し
てアウトプットが返ってくるだけの代物で、ネッ
トワークにもつながっていません。できること
が本当に限られていたので、一歩立ち止まって
考えざるを得なかった。だからこそ、使う側に創
意工夫がありました。今の時代だからできにく

いことを、ネット社会以前の事実を振り返りな
がら浮き彫りにし、伝えていきたいと思ってい
ます」。

ネットというテクノロジーに対する基本的な認
識について、前田先生はインターネットの父と呼
ばれる米国人科学者のヴィントン・グレイ・サーフ
の発言を引用して説明します。
「サーフは『ネットへのアクセスは基本的人権

か？』と問われ、即座に否定しています。そうです。
ネットは、言論の自由など権利を行使する道具に
なりえますが、権利そのものではありません。ネッ
トなしに生きていけないという意識は、そう思い
込まされているだけ。そこは押さえておきたい点
です」。

そのうえでネットとの正しい付き合い方につい
て「単なる情報の消費者にならないこと。ネットは
個人が簡単に情報を発信できる環境を提供して
います。そこをうまく活用して、人を動かすように
なれるかどうか。追大生にはネットというテクノ
ロジーをうまく使って、抜きん出る存在になって
もらいたい」と、これはSNS世代である学生たち
に向けた言葉。前田先生はさらにこう続けます。
「表現を甘くみるな、と言いたいですね。安易

な表現で大変な事態に陥ることのないようにし
てほしい。言い換えると、すべての人が表現者
の時代をうまく生き抜いてくださいということ
です」。

今後SNSへの投稿を行う際には、ぜひこの言
葉を思い出してほしいものです。

この取材を通して、普段の授業では関わることのない先生と接
点を持つことができ、非常に興味深いお話が聞けました。今ま
であまり意識していなかった「ネットとの付き合い方」について
今一度考えるための良いきっかけをいただけたと思います。 

スタッフの視点から

2005年関西学院大学 社会学研究科博士課程単位取得満期退学。皇學
館大学文学部講師・准教授、流通科学大学人間社会学部准教授を経て、
2018年より社会学部准教授。担当科目（2020年度）は「現代メディア論」

「マンガアニメの社会学」「マスコミ論」。ゼミではアイドル、マンガ、アニ
メなどのオタク文化を研究する学生も多い。「入口は趣味でOK。でも楽
しむだけなら研究ではない。本ゼミではそれを学問に発展させる」。

「表現を甘くみるな」

マイコン時代にヒントを求める研究

正と負の両面を併せ持つネット社会　
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S p o t  L i g h t  f o r  O T E M O N  S T U D E N T S

interv iew & tex t & photo ： 永松 雄太／市川 大輝／松下 大輝／橋本 心愛／上茶谷 朱里／池川 亜聡

Vol.8 ［学生団体］

追大生の学内での活躍場所は、クラブやサークルだけではありません。

ここに取り上げる諸活動は、大学運営にとって欠かせない重要なものばかり。

スタッフとして活動する学生たちは、楽しみながらそれぞれの能力を伸ばし、

大学運営にも貢献している、追大の仕事人たちなのです。

皆さんに知ってほしい
追大の仕事人たち。

編集会議は毎週木曜の昼休み。取材や撮影は相手
と時間を合わせて随時行っています。毎号プロの
スタッフと一緒に企画を考えます。

NAME

❶憧れの先輩たちがスタッフとして活動していると知り、
もともと取材や雑誌づくりにも興味があったので入っ
てみようと思いました。

❷編集会議で自分が考えた企画やアイデアがほめられ
たり、時には採用されたりすることがあり、そのときは
すごくやりがいを感じます。

❸取材や撮影を通じて、相手が初対面の人はもちろん、
仲の良い友達でも、今まで見えてなかった意外な一面
が見えると実感したことですね。

❹取材・撮影における実用的な技術です。様々な人と接
するこの活動だからこそ得られたものであり、社会人
になっても役立つことだらけです。

スタッフ総出で追大生に調査した「Otemon Ranking」
です。結果はもちろん、各項目に対するスタッフの一言コ
メントにも注目です！

今号の注目ポイントは？

経営学部 マーケティング学科 3年
池川 亜聡さん

 M E S S A G E

実際にプロとして活躍している人と一緒に作成で
き、いろいろな技術を直接学ぶことができます。そ
の魅力については、今号のP6ページに掲載されて
いますので、ぜひ読んでください。

❶ 入団したきっかけ　　❷ やりがい　　❸ 一番の思い出　　❹ 得られたもの

文書の相談業務を行っています。レポート、履歴
書、自己PRなど、いろんな文章を相談学生と一緒
に作成し、文章力の向上を図っています。

❶ライティングセンター長の梅村先生からのお誘いで入
りました。梅村先生、東田先生との関わりを通じて所属
している学生が多くいます。

❷相談学生が文章について自ら気づきを得て、文章力を
身につけてくれたとき。次も金城さんにチュータリング
してほしいと言ってもらえたとき。

❸初めて相談に来た学生が緊張のために硬い表情だっ
たのが、40分のセッション後には笑顔で帰ってくれた
とき。次に活かせる経験でした。

❹いざチュータリングすると想像よりできなかった自分
の慢心に気づけたことと、人間性で相手と関わってい
くことの大切さを知りました。

ニーズに合わせてどれくらい教えるのか、その線を見極
めるのに苦労しました。また、上下学年とも相談に来るの
で接し方が難しかったです。

チュータリングに苦労したことは？

心理学部 心理学科 4年
金城 匠さん

NAME

 M E S S A G E

文章力の向上とともに、対話が生まれる場なので
コミュニケーション力アップにもつながります。文
章が好きになる。たくさんの出会いを見つける。そ
んな機会を求めにきてください。

ライティングセンター
学生チューター

Bridgeスタッフ

年ごとに決めたテーマに沿って、グループに分かれ
てオブジェを制作。12月の本番だけでなく、地域
のお祭りなどにも参加しています。

NAME
国際教養学部 国際日本学科 3年
飯尾 夏美さん

❶アルバイトと大学だけでは面白くないと思っていたと
きチラシを見て参加。初めはノリで入りましたが、とて
も勉強になっています。

❷初めての茨木総持寺キャンパス開催は大変でしたが、
無事成功したこと。「千里キャンドルロード」というイベ
ントも印象に残っています。

❸先輩後輩関係なく、グループでの作業中に楽しく話し
て協力できたこと。運動会を開催して皆で盛り上がっ
たこともいい思い出です。

❹やりたいこと、イメージしているものを伝える力を得ら
れました。行動を起こそうとするときに協力してくれる
大切な仲間の存在も財産です。

前回初めて茨木総持寺キャンパスで開催した際、初来場
の方々から「すごくキレイでした」「また来たい」というお
声をいただきました。

お客さんの反応は？

 M E S S A G E

１〜３年生が同じ目標に向かってたくさん話し合
い、ともに作業をすることを通じて絆を深めていま
す。そんな自分の居場所ができるキャンドルナイト
スタッフにぜひお越しください！

キャンドルナイトスタッフ

学期ごとにシフト制で対応しています。主にカウン
ターでの受付、本の貸出、 英語の勉強をしたい人
のサポート活動などを行っています。

NAME
心理学部 心理学科 2020年3月卒
廖 浩然さん

❶友達をつくりたいと思っていたところE-COを知りまし
た。英語を喋れる人がいるので、英語を通じて日本に
ついて学べると考えました。

❷切磋琢磨し合いながら学べる環境で、英語圏だけでな
く、韓国や台湾、中国など多くの言語や文化に触れる
ことができます。

❸ハロウィンパーティーで留学生が数多く参加してくれ
たこと。自分が積極的に進めてきた企画だったので、す
ごく嬉しかったです。

❹季節ごとのイベントで司会を経験したことによって、
リーダーシップが身につきました。加えて、人前で話す
技術も上達しました。

自分のカフェを開くことです。E-COで培った人脈やコ
ミュニケーション力は、カフェを運営するうえで役立つも
のだと思います。

将来の夢は？

 M E S S A G E

E-COは英語だけでなく、いろんな言語が飛び交う
楽しい空間。皆フレンドリーだから友達もできます
よ。誰でも大歓迎です！　インスタ、Twitterもぜひ
チェックしてみてください。

E-COスタッフ

パソコン操作などを教える授業補佐、パソコン自
習室の管理スタッフ業務、メディア課でのアシスタ
ント業務などの仕事を受け持っています。

NAME
国際教養学部 国際日本学科 3年
山本 志遠さん

❶入学当初、何かの活動をしたいという気持ちがありま
した。パソコン・機材関係をよくいじっていたので性に
合っていると思いました。

❷対人対応スキルとパソコンスキルが向上したこと。学
年、学部、学科を問わず、広く知り合いや友人をつくる
こともできました。

❸新人研修です。研修では先輩に対して模擬SAを行う
のですが、非常に緊張したのを覚えています。第三者
の対応も当初は難しかったです。

❹パソコンに関する知識が断然上がりました。他者が何
で困っているかなど、第三者目線で客観的に物事を見
る力も身についたと思います。

外に出る必要がないので、急な空きコマなどの時間を有
効活用できます。一般のバイトと違い学生なので対応し
やすい点もいいですよ。

学内バイトならではのよさは？

 M E S S A G E

コミュニケーション能力が断然上がるのに加え、パ
ソコンスキルの向上、友達づくりもできます。最初
はパソコンが苦手だったスタッフもいますので、そ
こで諦める必要はありません。

スチューデントアシスタント

当日の来場者様の誘導や、各施設を案内するキャ
ンパスツアーなどに従事。オフの時期は定期的な
会議で、次年度の企画を練っています。

NAME
社会学部 社会学科 3年
高橋 歩夢さん

❶高校時代に参加し、わずか1、2歳年上のスタッフの人
たちがあまりにもしっかりしていたのに驚き、先輩に近
づきたいと思ったから。

❷やはり来場者様からの感謝の言葉です。「追大に来て
よかった」と言ってもらえたときは、この活動をしていて
よかったと実感します。

❸担当した高校生が４度も来場してくれて「高橋さんを見
て追大への入学を決めました」と言ってくれたとき。本
当に心から嬉しかったです。

❹初の茨木総持寺キャンパス開催で、新規事業の立ち上
げのような苦労を乗り越えたこと。コミュニケーション
力も向上したと思います。

社会学部なので普段は茨木安威キャンパスにいることが
多く、現在の１年生とはキャンパスが違いますので、再会
は今後の楽しみです。

OCからの入学者と再会したことは？

 M E S S A G E

スタッフ同士の仲がすごくいいのが特徴。これから
は今まで以上に学生主体で活動していきます。同
じ志を持った仲間と一緒に、最後までやり抜く気持
ちを持つ人、お待ちしています。

オープンキャンパススタッフ

@englishcafeatotemon

@ECOotemon

@candlenightogu

@OGU_CandleNight

@otemon_oc

@otemon_oc
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茨木安威キャンパス

I B A R A K I  A I  C A M P U S

第２駐車場

第１駐車場

バイク駐輪場

自転車駐輪場

グラウンド

図書館

1号館 B1F 中央棟 2F

田辺市役所で報告会を実施

人 権 に つ い て 考 え よ う

人権（die Menschenrechte）というよく耳にする
言葉は、実は、難問を孕んだ言葉です。生命倫理学に
おいて、胎児や受精卵（胚）の倫理的位置づけをめぐっ
て、かつて「人はいつから人と見なされるのか」という
問いが出されました（これは人工妊娠中絶の倫理的許
容に大きく関わる問いです）。そして、「人」と見なされ
る時点を、受精・脳波出現・胎動・母胎外生存可能性・
出生など、どの時点とするかをめぐって不毛な論争が
起きました。この時間軸に即した線引き問題は、生命
の発生的自然的連続性に対して、「魔法の瞬間」を持
ち込むことで人為的質的非連続性を認めるという問
題ですが、「魔法の瞬間」は、実はどの時点にでも設定
しようとすれば設定できるのだから、論争は不毛な論
争にしかなりませんでした。

その後、時間軸に即した「線引き問題」とは違った、
person論と称される質的線引き問題が登場しまし
た。たとえば、M・トゥーリーは、生物学的生命と人格
的生命、human being（生物としてのヒト）とperson

（人格を持つひと）とを区別し、personであると認
められるための要件を自己意識があることや理性を
もっていることとしました。そして、生存権〔生きること
への権利〕（right to life）をもつのは現実にperson
であるものに限られるとし、単なるhuman being（生
物としてのヒト）は、将来person（人格を持つひと）に
なる可能性はあるとしても、現実にはまだpersonで
はないとの理由から、中絶どころか新生児殺しも倫
理的に容認できると主張しました。パーソン論の問題
点は、personと認められるための要件を誰が設定し

ているかという点にあります。自らがクリアできる要
件をactual personが自己中心的な仕方で設定して
いるのです。この極端すぎる議論は、その後、H・T・エ
ンゲルハートの社会的見立て（たとえば、potential 
personである新生児に対して、あたかもactual 
personであるかのように見立てて振る舞う）による社
会的生命という考え方の導入によって若干緩和されま
したが、誰がどのような基準で見立てるのかという問
題をなお残しています。

まるで生命倫理学の授業みたいな文章になってしま
いましたが、少しだけ立ち止まってじっくり考えてみて
ください。「人権」という言葉を使うとき、あなたは「人」
をどのように捉えているのでしょうか。

「人」とは？   山本 博史学長補佐

OTEMON 
NEWS AND
TOPICS

［  追 手 門 ニュース &トピックス  ］

2019年11月4日に千葉県で開催された「第53
回少林寺拳法全日本学生大会」において、少林
寺拳法部の本間三晴さん（経営学部3年生）が、
単独有段の部で見事2位となりました。

少林寺拳法部 全国大会で2位

S p o r t s

パナソニック株式会社創業者である松下幸之助
氏からの資金拠出を基に、日本の総合文化修行
の場として1976年に建設された松籟庵は、
2018年9月4日に関西地方に甚大な被害を与え
た台風21号の影響により、屋根や縁側等が原形
を留めないまでに損壊してしまいました。2019
年4月～8月にかけての大規模な復旧工事を経
て元の姿に戻すことができました。

松籟庵の復旧工事が完了

T o p i c s

中央棟 2F 5号館 4F
メイングラウンド 陸上レーン

テニスコート

ライティングセンター
キャリアアクションコモンズ 中央棟 1F 5号館 B1F
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５号館
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1
NEW

3
NEW

2
NEW

3
NEW

学びの空間の充実へ
図書館にアクティブラーニングの拠点、WILCOMMONSを開設

高性能人工芝の新グラウンドが登場

安
威
キ
ャ
ン
パ
ス
も

変
わ
る
！

［講義とグループ活動の空間］

［プレゼンテーション＆コミュニケーション空間］
ゼミなどを中心に、学生が小規模でプレゼンテーショ
ンを行うことができ、人が気軽に集まるプライベート
とオープンな空間の共存エリア。

2階

［ワイガヤ空間］
ワイワイガヤガヤと自由闊達な学生同士のコミュニ
ケーションを促進し、学びあい・教えあうアトリエのよ
うなイノベーション空間。

3階

4階

大規模プレゼンテーションやグループ毎のディスカッ
ションが行える空間。

スポーツフィールドも進化

図書館NEW 1

グラウンドNEW 2

既存施設もより使いやすい場所へ
移設により学生にとっての利便性がアップ

中央棟・５号館NEW 3

新現

国際交流教育課

パソコン自習室

2020年2月19日に和歌山県田辺市の大学連
携地域づくり事業費補助金の採択を受けて実施
した、「宿泊施設でのインバウンド英語対応の実
態調査」の成果報告を、田辺市役所にて、調査に
参加した地域創造学部の2年生3名から行いまし
た。 本調査は、世界遺産認定により、急激に訪日
外国人が増えた田辺市にて、観光事業従事者

（特に宿泊施設）の現状を調査することを通して、
田辺市の魅力・解決すべき課題を学生の視点か

ら見つけることを目的に行われました。

T o p i c s
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OTEMON NEWS AND TOPICS ［  ニュース &トピックス  ］

新キャンパスで初めての学園祭

E v e n t

2019年12月7日、追手門学院大学経済学部
3年生の加地龍也さん、椎橋琉さん、田中友樹さ
ん、浦野良祐さんの４人がチーム「藤好ゼミ1」と
して、神戸で開催された「関西広域連合協議会大
学生等意見交換会」に出場し、優秀賞を受賞しま
した。

４人は、「関西ブランドの確立・発信」をテーマ
に、夜景とシェアリングエコノミーを掛け合わせ
た斬新なアイデアを発表しました。審査委員から
は「夜景をテーマにしたプレゼンテーションは目か
らうろこだった」などと高い評価を受けました。

「関西広域連合協議会大学生等意見
交換会」で優秀賞を受賞

T o p i c s

関西私立大学における心理学の教育・研究の
拠点の一つになっている心理学部心理学科に、
2021年4月に人工知能・認知科学専攻を開設

（構想中）することで、追手門学院大学としては初
の理工系分野に進出します。

追手門学院大学初の
理工系分野に進出

T o p i c s

追手門学院大学とインド・グジャラート大学が
1970年に学生交換留学を始めてから来年で50
年となります。2019年12月11日、インドから関
係者が来日し総持寺キャンパスで交流50周年記
念式典を開催しました。

インド・グジャラート大学と
交流50年の記念式典開催

T o p i c s T o p i c s E v e n t

　「キセキ ～あなただけの奇跡の一枚を～」を
テーマに、2019年12月11日、茨木総持寺キャン
パスにてCandle Night 2019を開催し、過去最
多の約722人の来場者にお越しいただきました。
記念すべき10周年の節目の年であり、かつ茨木
総持寺キャンパスでの初めての開催でした。学生
スタッフ約50名が、今年のテーマである「キセキ」
をもとに考えた個性溢れる作品や趣向を凝らし
たオブジェ、10周年を記念して製作されたオブ
ジェも展示されました。

Candle Night 2019 キセキ
～あなただけの奇跡の一枚を～

E v e n t

追手門学院大学で「Candle Night」というロ
ウソクに灯りをともすイベントを10年間開催して
きた学生団体が企業と連携し、2月1日から14日
まで、大阪市中心部にある梅田スカイビルに、
LEDキャンドルを用いたキャンドルオブジェを設置
しました。

2020年2月8日、通天閣 STUDIO210にて、
「第3回思わず笑顔になる文章コンテスト」の表
彰式を挙行しました。北は北海道、南は沖縄県か
ら応募していただいた作品数は 6,580作品。こ
の中から厳しい選考を通過したつぶやきの部、
作文・エッセイの部、写真の部の受賞者が表彰さ
れました。

川原学長から表彰状を授与された後、司会の
六車奈々さんが思いを込めて受賞作品を朗読
し、会場は笑いに包まれました。

学生と企業によるコラボ! 大阪都心の
高層ビルにキャンドルオブジェを設置

第3回思わず笑顔になる
文章コンテスト 表彰式を開催

阪神大学野球連盟2019年秋季リーグにおい
て、硬式野球部が2部リーグ優勝を果たしまし
た。1部昇格をかけて関西外国語大学との入替
戦にのぞみ、1勝1敗で迎えた最終戦では延長
11回の激闘を制し、見事1部昇格を遂げました。
2020年春季リーグは2017年春季以来の3年ぶ
りの1部リーグで戦いました。

硬式野球部1部昇格！

S p o r t s

2019年度宅地建物取引士資格試験（宅建試
験）において、追手門学院大学から70人が合格
しました。合格率は80．5％（87人が受験）と、全
国平均の17％（専門ニュースサイト住宅新報
web）を大きく上回りました。

宅建試験に70名合格！
驚異の合格率80．5％！

T o p i c s

2019年12月12日に発表会が行われた、第
10回追大学生ビジネスプランコンテスト（ベン
チャービジネス研究所主催、フジテック株式会社
協賛）では応募総数114組の中から1次審査を
通過した本学大学生チーム15組と高校生チーム
3組（追手門学院大手前高等学校2組、大阪高等
学校1組）総勢18組（70名）が、独自で考えたビ
ジネスプランを審査員や大勢の観客の前で発表
しました。審査の結果、経営学部の学生6名によ
るプラン「トイレのデッドスペース活用で維持費
ゼロ」が最優秀賞に選ばれました。

ビジネスプランコンテスト

E v e n t

通天閣の節分福豆まきに追手門学院
大学チアリーダー部がゲスト出演！

T o p i c s

「通天閣 節分福豆まき」は1956（昭和31）年
から続く、大阪府市民、新世界の商売繁盛や幸
福を祈って節分の時期に行われる恒例行事で
す。本年は2020年1月31日に開催され、クレー
射撃の中山選手と共に追手門学院大学チアリー
ダー部がゲストとして招かれました。チアリー
ダー部は中山選手及び大阪府市民、新世界の商
売繁盛や幸福を願ってエールを送りました。

追手門
学院大学
出版会

2019証券アナリスト
第２次レベル 通信教育講座テキスト

市場と経済の分析
第6回国際経済・金融の諸問題
櫻庭千尋（経済学部）著

2020年2月／公益社団法人
日本証券アナリスト協会

匂いと香りの
文学誌

真銅正宏（国際教養学部）著
2019年10月／春陽堂書店

宿命の物語を
創造する

宮本輝の小説作法ＰａｒｔⅠ
真銅正宏（国際教養学部）著
2020年1月／丸善出版

まほろば
文学街道

真銅正宏（国際教養学部）著
2020年2月／萌書房

防災・減災・
復旧・復興 Q&A
田中正人（地域創造学部）共著
2018年11月／東方出版

感情とは
そもそも何なのか
現代科学で読み解く
感情のしくみと障害
乾敏郎（心理学部）著

2020年4月／遠流出版公司

復興から日常へ
田中正人（地域創造学部）共著

2019年11月／関西学院大学出版会

観光と福祉
安本宗春（地域創造学部）共著
2019年10月／成山堂書店

文化情報学事典
湯浅俊彦（国際教養学部）共著
2019年12月／勉誠出版

これからの中小企業経営に
必要な施策と活用

村上喜郁／池田信寛／宮宇地俊岳／
岡崎利美／水野浩児

（ベンチャービジネス研究所）著
2020年3月／追手門学院大学出版会

BOOKS
 追手門学院大学 ・
 教員の著書（五十音順）

※教員の所属学部は2020年3月
　時点のものです

「追手門万博～胸ときめく地域文化をデザインす
る～」をテーマに、2019年11月2日（土）・3日（日・
祝）両日に、2019年4月に開設した新キャンパス（茨
木総持寺キャンパス）にて追手門学院大学、追手門
学院中・高等学校の合同学園祭を開催しました。

当日は、2025年開催予定の「大阪・関西万博」を

見据え、SDGｓをテーマに盛り込んだ多様なイベン
トや企画が催され、学生の活動発表の場となるだけ
でなく、地域の皆様との交流の機会ともなりました。
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